
「ビタミンCはキャベツの3倍！！
芽キャベツを栽培してみよう」

芽キャベツは茎が伸び、わき目が結球するようになったキャベツの変種です。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

芽キャベツは、アブラナ科の野菜で子持ちカンランとも呼ばれるわき芽が鈴なりに結球する品種です。
日当たりのよい場所であれば、プランター栽培や大きめの植木鉢でも十分育てられます。また、タンパク質の他、ビタミンＡやＣ、鉄
分、カルシウムなどが豊富に含まれています。

●結球したわき芽を収穫

○早生子持：早どりできる早生種。耐暑性が強く作りやすい。3月まで収穫が可能。
○ファミリーセブン：太く伸びた茎に、ビッシリと球がつく早生種。年内～2月まで収穫。
○プチベール：芽キャベツとケールの交配で誕生した結球しない芽キャベツ。

●作ってみたい品種

●ポットまきにして育苗する（ファーマーズマーケットやホームセンターで苗を購入しても良い）。
　３号ポットに種まき用培養土を入れ、5～6粒ずつ種を播く。
　発芽に光を必要とするので、覆土は厚すぎないようにする（5㍉程度）。発芽が揃ったら間引きして３本程度にする。
　本葉2～3枚で1本に間引き、本葉5～6枚まで育苗する。

畑の準備：植付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥2㌔/㎡を、植付けの1週間前に化成肥料（畑の達人）100㌘/㎡を施す。
連 輪 作：1～2年以上の輪作が良い。連作[アブラナ科（白菜・キャベツ）]により根こぶ病が発生しやすい。
栽植密度：畝幅60～70㌢、株間50㌢、畝高10～20㌢（水はけの悪い畑では高畝にする）
　　　　　マルチを敷く場合は、シルバーか銀線入りのフイルムを使うとアブラムシ除けに効果がある。
植 付 け：葉数が5～6枚の苗を植付ける。根鉢の上面と畝の表面が同じ高さになるように植付け、株元にたっぷり水をやる。植付け後は防

虫ネットのトンネルをかける。
追肥・土寄せ：追肥（化成肥料40㌘/㎡）は中耕・培土をかねて（定植から30～40日後）行います。
　　　　　植付後、月１回のペースで追肥を行う。苗が小さいときは株のまわりに、大きくなってからは畝の方にばらまき、土を削りなが

ら株元に土寄せをする。
葉 か き：わき芽が結球し始めたら、古い葉を結球の成長に合わせて下から順次切り取っていく。
　　　　　葉は葉柄の根元から切る。また、下の方の芽は結球しないので一緒に切り取る。
収　　穫：固く結球したものから順に収穫（プチベールは結球しないので注意）。
　　　　　芽球は下の方から順にできていく。芽球が固くなったら収穫適期。ハサミでつけ根から切り取って収穫する。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

夏季の管理ポイント

ミナミキイロアザミウマ（キュウリ黄化えそ病）の防除対策

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］ 市原 志信さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］ 林 知宏さん

　今年の気象状況は、4月は低温で推移したものの、5月は高温に転じ、6月
は平年並みに推移しました。また、4～5月には、十分な日照があったのも今年
の気象の特徴で、4月下旬と5月下旬に降水量が多かった後は、梅雨入り以降
も少雨の傾向が続いています。名古屋地方気象台東海地方3カ月予報(令和元
年6月25日発表)では、8月の気温は平年並み、降水量は平年並み～やや多い
傾向となっています。
　8月はハツシモの穂肥時期であり、早生品種は出穂期を迎えていることか
ら、カメムシの水田への飛び込みが始まります。適切な肥培管理とカメムシ
対策を実施し、高品質・多収生産を目指しましょう。

<穂肥(ハツシモ)>
  ハツシモは8月に入ると幼穂形成期を迎えます。穂肥の目的は籾数の確保で
すが、この時期は下位節間が伸びる時期と重なります。イネを倒さないように
肥培管理することがポイントであり、施用時期は幼穂長、施用量は葉色で判
断します。

施用時期：幼穂長が約5㍉(出穂18日前)
栽培暦では、6月1日田植えの場合、穂肥時期の目安を8月11日に
想定しています。

施 用 量：水稲用葉色板で3.5程度 ⇒ NK化成404 20㌔/10㌃

≪注意≫ 葉色が濃い場合は、葉色が落ちてから、施用量を減らして実施します。
     　　 基肥一発肥料を利用している場合は、原則穂肥は必要ありません。

<カメムシ対策>
 カメムシは水田周辺のイネ科雑草に生息し、水稲の出穂後は水田に飛来し
て籾を吸汁し、奇形粒・斑点米の原因となります。対策としては、雑草管理と
薬剤による防除があります。
①雑草管理:カメムシの住み処となる畦畔や水田周辺部の雑草を、出穂10日
前までに除去します。地域ぐるみで実施すると効果的です。
②薬剤による防除:出穂7日後頃(傾穂初め)に粒剤散布を行います。

　キュウリ黄化えそ病は、キュウリの株にウイルスが感染することで発症
する病気です。このウイルスは、メロン黄化えそウイルス（ＭＹＳＶ）と呼
ばれ、西濃地域のハウス栽培キュウリを中心に大きな被害を出していま
す。
　本ウイルスはミナミキイロアザミウマ（以下ミナミキイロ）が媒介しま
す。ミナミキイロは本ウイルスに感染した植物体上で幼虫期から育つこ
とで保毒し、この幼虫が成虫になって健全な植物を吸汁することで感染
が成立します。
　ミナミキイロは一部で薬剤感受性の低下もみられ、薬剤のみで防ぐこ
とは困難です。何かひとつの対策を行えば黄化えそ病が防げる訳ではな
く、複数の手段を組み合わせて万全の対策をとることが重要です。
　　
＜入れない＞
◎施設開口部への防虫ネット展張（白色0.4㍉、赤色0.6㍉目合い）。

＜増やさない＞
◎施設内・外の雑草はアザミウマ類の生息場所となるため早期に除去す
る。
◎黄色粘着板を施設内に設置し、早期発見に努める。
◎薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同一系統薬剤の連用はしない。
◎天敵（スワルスキーカブリダニ）を活用する。

＜出さない＞
◎キュウリ黄化えそ病発病株は伝染源となるため、直ちに除去し、ビニー
ル袋に入れて完全に枯れるまで密封処理を行う。また、摘葉・摘芽に
媒介虫が生息することがあるため同様に処理する。
◎発病ほ場のミナミキイロについては保毒している可能性が高いため、
施設外へ逃がさないよう、栽培終了後は、施設の密閉処理（蒸し込
み）を行う。
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◎カメムシ対策：時期の目安
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